【別添】
子育て支援事業従事者等研修会　実施要領（１１月１７日開催分）

１．研修目的　　　　子育て現場を取り巻く現状を把握し、より多様化・複雑化する子育て当事者の不安や悩みに対応するためのスキルアップを図る。
２．日　程　　　令和３年１１月１７日（水）　１３：３０～１５：３０
３．会　場　　　岐阜県福祉・農業会館　　(岐阜市下奈良2-2-1)
４．対象者　　　県内で子育て支援業務に従事する職員等
５．研修内容
	時　間
	内　　　　　　　容

	　１３：３０
～１５：３０

※質疑応答含む


	◇講義テーマ
事実が伝わる記録の取り方
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誰が読んでも「事実」が伝わる記録の取り方、情報開示に対応できる文章の書き方や、記録として望ましくない表現、「リフレーミング」の手法などを、演習をまじえて学ぶ。

◇講師：　中條 美奈子 氏
認定NPO法人マミーズ・ネット理事長、元教員



６．講師プロフィール　　中條 美奈子 氏 
上越市出身。早稲田大学卒業。1991 年に仙台市で育児サークルを主宰。
「仙台極楽子育てベイビー バイブル」の出版にかかわって以来、子育て当事者の社会参画支援に取り組む。1996 年、上越市でマミーズ・ネットの設立に参加。子育て支援者研修や企業を対象としたワークショップ等の企画を行い、各地で講師を務める。 元高等学校教諭。






７．その他
・本研修は、 岐阜県「コロナ社会を生き抜く行動指針」に基づいて開催します。参加にあたっては、下記留意事項を遵守願います。
□当日発熱のある方、体調不良の方は、出席しないでください。（欠席連絡は不要）
□マスクを必ず着用してください。
□入室前の手指消毒、適時の手洗い・消毒をお願いします。
□受付の際は、間隔をあけてお並びください。
□気温差に対応できる服装でお越しください。（換気のため、会場内を一定温度に保つことが困難です。）

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、急遽研修を中止・延期する場合や、オンライン講義による研修に変更する場合がありますのでご了承ください。
